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令和 3年度 事業報告書 
 

自  令和 3 年 4 月 01 日 

至  令和 4 年 3 月 31 日 

 

本年度の令和 4 年 3 月 31日現在における事業実施状況は、次のとおりである。 

 

1. 会員 

令和 4 年 3 月 31 日現在の会員数は次のとおりである。 

会員数 23 会員 

・地区乗馬倶楽部振興会 20 会員 

・目的賛同団体  3 団体 

 

2. 乗馬施設・乗用馬・乗馬指導者等登録事業 

乗馬施設等登録規定に基づく登録は次のとおりであり、乗馬施設の登録は前年比 7 乗馬施設の増加(9

乗馬施設増、2 乗馬施設減)、乗用馬登録は前年比 21 頭の増加、乗馬指導者は前年比 58 名の減少であっ

た。 

乗馬施設 290 施設 【別表 1】 

乗用馬 5,224 頭（令和 3 年 4 月末時点の登録数） 

乗馬指導者 1,844 名（上級 B 135・W 12 名、中級 B 231・W 24 名、初級 B 1,367・W 75 名） 

 

【別表 1】令和 3 年度 登録乗馬施設数の推移 

 
地 区 

各地区乗馬倶楽部振興会 

都道府県別登録乗馬施設数 

令和 3 年度 (参考) 

令和 

2 年度  乗馬 

施設数 
入会 退会 

(うち 

休会) 

1. 北海道 北海道 21 21    21 

2. 東 北 青森 2 岩手 2 山形 2 宮城 5 秋田 1 福島 1 13 

 

 

1 

 

1 

 

 13 

3. 北関東 栃木 10 茨城 16 群馬 5 31 1 

 

  30 

4. 埼 玉 埼玉 13(1) 13 

 

1  (1) 12 

5. 千 葉 千葉 29 29  1  30 

6. 東 京 東京 5 5    5 

7. 神奈川 神奈川 20 20    20 

8. 北 陸 新潟 2 富山 0 石川 2 福井 2 6    6 

9. 長 野 長野 9 9    9 

10. 山 梨 山梨 11 11※ 1   9 

11. 静 岡 静岡 18 18※ 1   18 

12. 東 海 愛知 10(1)岐阜 4 14 1 

 

 （1） 13 

13. 東近畿 三重 8 奈良 5 13 

 

1 

 

  12 

14. 京 阪 滋賀 6 京都 5 大阪 9 和歌山 2 22 

 

1 

 

  21 

15. 兵 庫 兵庫 9 9 1 

 

  8 

16. 中 国 岡山 5 広島 9 鳥取 1 島根 1 山口 4 20    20 

17. 四 国 香川 2 愛媛 2 高知 1 徳島 1 6    6 

18. 北部九州 福岡 12(1)佐賀 1 13   (1) 13 

19. 中九州 大分 4 熊本 5 長崎 1 10    10 

20. 南九州 宮崎 1 鹿児島 4 沖縄 2 7    7 

 合 計  290 9 2 (3) 283 

※静岡地区より山梨地区へ 1 クラブ移転  
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【新規登録乗馬クラブ】9 件 

Bell Stable （東北地区 ：宮城県） 

株式会社小山乗馬クラブ大沼 （北関東地区 ：栃木県） 

つばさ乗馬苑 （埼玉地区 ：埼玉県） 

合同会社ホースファームポラリス （山梨地区 ：山梨県） 

北駿ホースヴィラ （静岡地区 ：静岡県） 

笠松ライディングスクール （東海地区 ：岐阜県） 

海の乗馬倶楽部エルカバージョ （東近畿地区 ：三重県） 

株式会社湖南馬事センター （京阪地区 ：滋賀県） 

カナディアンキャンプ乗馬クラブ神戸 （兵庫地区 ：兵庫県） 

 

【退会乗馬クラブ】2 件 

乗馬クラブアクシス （東北地区 ：青森県） 

殿山ガーデンホースクラブ （千葉地区 ：千葉県） 

 

【休会乗馬クラブ】3 件 

Y.S.K.ライディングスクール 〔1 年目〕 （埼玉地区   ：埼玉県） 

尾張旭ライディングスクール 〔1 年目〕 （東海地区   ：愛知県） 

上野乗馬苑 〔1 年目〕 （北部九州地区 ：福岡県） 

 

3. 諸会議等 

令和 3 年度に開催した主な会議等は、次のとおりである。 

《総会の開催》 

定時社員総会 6 月 22 日 

議題 

1.令和 2 年度事業報告 

2.令和 2 年度会計決算報告 

3.理事の選任 

4.監事の選任 

《理事会の開催》 

第 1 回理事会 6 月 1 日 

議題 

1.令和 3 年度定時社員総会に付議する議案について 

2.令和 3 年度定時社員総会の開催について 

3.常勤役員の報酬月額について 

第 2 回理事会 令和 4 年 3 月 7 日 

議題 

1.令和 4 年度事業計画・収支予算について 

2.規程の改正について 

《その他の会議等の開催》 

常務理事会 6 月 1 日、令和 4 年 3 月 7日 

地区会長会議 令和 4 年 3 月 8 日 

 

4. 人事関係 

令和 3 年度における役員等の異動は、次のとおりであった。 

選 任 理 事 上野 儀治 （6 月 22 日） 

 〃   理 事 上手 邦夫 （6 月 22 日） 

 〃   理 事 中島 信行 （6 月 22 日） 

 〃   監 事 野中 亮一 （6 月 22 日） 

退 任 理 事 横田 貞夫 （6 月 22 日） 

 〃   理 事 永峰 一弘 （6 月 22 日） 

逝 去 監 事 杉本  修 （5 月 23 日） 
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5. 乗馬普及事業 

広く一般市民に乗馬普及を図るため下記事業を行った。 

(1) 大衆と馬とのふれあいタイム推進事業 

日本中央競馬会（以下「JRA」という。）からの助成を受け、地域の児童から高齢者に至るまでを

対象に、行政機関や教育機関、地域社会等と連携し一般市民が馬とふれあう機会を増加させ、馬の

持つ魅力を広く伝えるとともに地域振興等に有意義であると認められる事業を主催もしくは協力

した乗馬施設に対して補助金を交付しており、事業の実施件数は 83 件であった。 

なお、事業推進委員会を令和 4 年 2 月 17 日に開催した。 

 

(2) 被災地支援等のための馬とのふれあい活動事業 

JRA からの助成を受け、被災した地域の住民と馬とのふれあい活動を行うことにより、被災地の

子供及び家族に明るく元気になってもらい、心身の健全な発展に寄与する事業を実施した。実施件

数は現地訪問型 82 件、乗馬施設招致型 64 件、合計 146 件であった。 

なお、被災地支援等のための馬とのふれあい活動事業推進委員会を 12 月 15 日に開催した。 

 

(3) 乗馬技能認定事業 

① 乗馬技能認定 

乗馬愛好者の乗馬技術の向上意欲を図り、また効率的で安全な指導を行うため乗馬技能認定を行

い、合格者に認定証を交付した。 

なお、申請者数は 10,741名、合格者 10,409 名であり、審査回数は 4,381 回、技能認定審査実施

乗馬施設数は 164 施設であった。 【別表 2】 

 

【別表 2】令和 3 年度 乗馬技能認定結果 (単位：名) 

 

級 ／ 年度 令和 3年度 令和 2年度 前年度比 

審査回数 4,381   3,168   138.3% 

乗馬クラブ数 164   157   104.5% 

5級 
申請者数 5,891   4,653   126.6% 

合格者数・率 5,885 99.9% 4,649 99.9% 126.6% 

ウエスタン 5級 
申請者数 65   28   232.1% 

合格者数・率 65 100.0% 27 96.4% 240.7% 

4級 
申請者数 2,275   1,931   117.8% 

合格者数・率 2,262 99.4% 1,921 99.5% 117.8% 

ウエスタン 4級 
申請者数 21   19   110.5% 

合格者数・率 21 100.0% 17 89.5% 123.5% 

3級 
申請者数 1,373   1,098   125.0% 

合格者数・率 1,197 87.2% 997 90.8% 120.1% 

ウエスタン 3級 
申請者数 4   17   23.5% 

合格者数・率 4 100.0% 16 94.1% 25.0% 

エンデュランス 

3級 

申請者数 28   17   164.7% 

合格者数・率 28 100.0% 17 100.0% 164.7% 

3級障害 
申請者数 249   188   132.4% 

合格者数・率 232 93.2% 178 94.7% 130.3% 

2級障害 
申請者数 167   127   131.5% 

合格者数・率 162 97.0% 126 99.2% 128.6% 



- 4 - 

 

級 ／ 年度 令和 3年度 令和 2年度 前年度比 

2級馬場 
申請者数 495   434   114.1% 

合格者数・率 421 85.1% 363 83.6% 116.0% 

ウエスタン 2級 
申請者数 2   4   50.0% 

合格者数・率 2 100.0% 4 100.0% 50.0% 

エンデュランス 

2級 

申請者数 5   5   100.0% 

合格者数・率 5 100.0% 4 80.0% 125.0% 

1級障害 
申請者数 10   10   100.0% 

合格者数・率 5 50.0% 7 70.0% 71.4% 

1級馬場 
申請者数 156   103   151.5% 

合格者数・率 120 76.9% 87 84.5% 137.9% 

ウエスタン 1級 
申請者数 0   0   ― 

合格者数・率 0 ― 0 ― ― 

エンデュランス 

1級 

申請者数 0   0   ― 

合格者数・率 0 ― 0 ― ― 

合計 
申請者数 10,741   8,634   124.4% 

合格者数・率 10,409 96.9% 8,413 97.4% 123.7% 

 

なお、技能認定 1・2 級合格者のうち、（公社）日本馬術連盟の定める騎乗者資格 B 級への移行措

置者は 521 名であった。 【別表 3】 

 

【別表 3】令和 3 年度 日本馬術連盟騎乗者資格 B 級移行者数 （単位：名） 

技能 

認定 

障害 馬場 エンデュランス 
合計 

1級 2級 1級 2級 1級 2級 

人数 
1 220 12 282 0 6 

521 
221 294 6 

移行先 B級 B級馬場馬術限定 B級エンデュランス限定  

 

② ポニーライダー技能認定 

中学生以下を対象として馬との親和性を図るため、また、乗馬技術の向上とポニーを使った技能

認定を行い、合格者に認定バッジを交付した。認定登録者数は 353 名であった。【別表 4】 

 

【別表 4】 令和 3 年度 ポニーライダー登録者数 （単位：名） 

級 ／ 年度 令和 3年度 令和 2年度 前年度比 

5級 171 113 151.3% 

4級 80 48 166.7% 

3級 64 22 290.9% 

2級 22 22 100.0% 

1級 16 29 55.2% 

合計 353 234 150.9% 
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(4) 普及乗馬大会 

① 全国普及乗馬大会 

一般市民を対象として、乗馬技術の向上と相互交流を図るため、6 月 10 日～13日の 4 日間、御殿

場市馬術・スポーツセンターで開催した。 

 

② 地区普及乗馬大会 

一般市民を対象にした各地区の乗馬大会を共催し、18 地区振興会、1 団体会員で開催した。なお、

2 地区（四国・中九州地区）は、開催を予定したが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中

止とした。 

 

(5) 乗用馬取扱講習会事業 

乗馬の普及を目的とし、一般市民を対象として乗用馬の生態、飼育等の講習会を開催した。 

4 月 16 日～18 日の 3 日間で、愛媛県今治市において乗馬愛好家や一般市民を対象に、馬の安全

な取り扱いについての講習会を開催し、32 名が受講した。 

また、9 月 1 日～5 日の 5 日間で、北海道標茶町、浜中町、中標津町において安全に馬を取り扱う

ために必要な基礎馴致や正しい調教方法を学ぶ講習会を開催し、11 名が受講した。 

 

(6) 乗馬普及広報事業 

乗馬の健全な普及を図るため、乗馬に関する情報等をホームページに掲載し、広く乗馬の魅力を

発信する他、様々なイベントを利用して広報に努め、地区乗馬倶楽部振興会等で実施する試乗会や

普及乗馬大会等を地区乗馬倶楽部振興会のホームページやマスコミにも積極的に広報するよう依

頼した。 

また、本協会の活動内容を広く周知する為、本協会のロゴ・名前等を記入したノベルティや小冊

子の配布を行った。 

 

6. 乗馬施設関係事業 

(1) 乗馬施設再貸付事業 

乗馬施設等が乗馬普及に必要な動産の整備を行うにあたり、申請書に基づき審査の上、（公財）畜

産近代化リース協会から本協会がこれらを借り受け、乗馬施設等に再貸付を行った。 

9 乗馬施設へ 9 件、取得価格総額 61,744,100 円の乗馬施設再貸付を実施した。 【別表 5】 

 

【別表 5】令和 3 年度 （公財）畜産近代化リース協会関係 事業実施状況（新規） 

乗馬クラブ名 機械施設名 
数

量 
取得価格（円） 

契 約 日(上段) 

貸付開始日(下段) 

(有)成田乗馬倶楽部 ホイルローダー 1 4,180,000  
3月 12日 

5月 1日 

(有)カナディアンキャ

ンプ乗馬クラブ 
フォークリフト 1 2,928,200  

5月 14日 

8月 1日 

山本乗馬普及所 トラクター 1 4,329,600  
7月 7日 

 7月 1日 

岡山乗馬倶楽部 簡易式覆馬場 1 10,835,000  
7月 9日 

10月 1日 

(株)ホースブリッジ ロールベーラ 1 6,050,000  
7月 13日 

9月 1日 

STABLE HORSE POWER トレーニングマシン 1 15,062,300  
11月 2日 

12月 1日 

乗馬クラブメインフィ

ールズ 
ホイルローダー 1 7,073,000  

11月 12日 

令和 4年 3月 1日 

ELC ドレッサージュチ

ーム 
健康増進機能付馬着 1 1,056,000  

11月 12日 

11月 1日 

(有）ラ・シュボーシェ ウォーキングマシン 1 10,230,000  
12月 3日 

12月 1日 

合 計 9 施設 9件 61,744,100  
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(2) 乗馬施設費利子補給事業 

乗馬施設等が借入金で新規に乗馬施設の整備を行う場合、申請書に基づき書類審査及び現地確認

を行い、適正であった案件を利子補給対象としている。 

なお、平成 20 年度から新規の応募は受け付けていない。 

 

(3) 優良乗馬施設認定事業 

利用者の安全や周辺環境等に配慮した優良乗馬施設を認定するため、申請に基づき現地調査及び

優良乗馬施設認定審査委員会の審査を経て乗馬施設を新規に認定すると共に、更新申請がある乗馬

施設を認定するため、令和 4 年 3 月 30 日に優良乗馬施設認定審査委員会を開催した。現在、158 ク

ラブが認定されている。 

 

7. 乗用馬整備関係事業 

(1) 乗用馬防疫推進事業 

（公財)全国競馬・畜産振興会からの助成を受けて事業を行った。 

軽種馬防疫協議会が推奨する要領により、馬インフルエンザ、日本脳炎及び破傷風の予防ワクチ

ンを所定のプログラムに基づいて接種が確認された馬 4,949 頭に対し、予防接種費の補助金を交付

した。 

なお、登録乗用馬における馬インフルエンザ、日本脳炎および破傷風等の伝染性疾病に対する防

疫体制の確立のため、9 月 9 日に第 1 回、令和 4 年 2 月 21 日に第 2 回「乗用馬防疫推進委員会」を

開催した。 

 

(2) 乗馬活動保険推進事業 

JRA からの助成を受け、乗馬活動中に発生する様々なトラブルによる問題に対処するため、乗馬

クラブが加入する傷害・賠償保険金額（年間）に対し、乗用馬防疫推進事業におけるワクチン接種

馬の保有頭数に応じて補助金を交付した。 

 

(3) 在来馬乗用化推進事業 

在来馬を乗用馬として安全に活用するため、在来馬保存会、在来馬飼養管理者を対象とした馴致・

調教の講習会を行った。 

・在来馬飼養管理者集合講習会 

会 場：クバカ城跡・荷川取牧場など（沖縄県宮古島市） 

日 程：11 月 20 日～23 日 

全国で在来馬を飼養管理している者ならびに現地で宮古馬を飼育管理している者

を対象に初期馴致ならびに基礎調教を指導 

参 加 者：33 人（延べ人数） 

 

(4) 馬の流通に係る若手後継者による上場馬調教事業 

(公財)全国競馬・畜産振興会からの助成を受けて下記の事業を行った。 

① 馬の流通に係る若手後継者による上場馬調教推進委員会開催等事業 

事業初年度のため、馬の流通に係る若手後継者による上場馬調教事業推進委員会を 6 月 23 日に

開催し、事業の達成目標を確認した。 

② 若手後継者による上場馬調教事業 

馬産地においてこれまで講習会を受講した者の中から優れた人材を活用して、各地域の生産団体

によって選抜された若馬に対し乗用馬として付加価値を向上させ市場に送り出すための馴致調教

を行うことと併せて、若手後継者に対して若馬の育成調教技術の習得に取り組んだ。 

また、本協会有資格指導者を講師として現地へ派遣し、馴致調教の初期段階における選抜馬の乗

用馬市場までの方向性の見極めと馴致調教に関する指導を行った。 

続いて、乗用馬市場前の調教仕上げ期に必要な馴致調教の指導のために、本協会有資格者指導者

を派遣して現地指導を行った。 

 

現地確認事業 

遠野地域：6 月 28 日～30日 参加者：3 名 

十勝地域：7 月 9 日～12 日 参加者：4 名 
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根釧地域：7 月 1 日～4 日 参加者：3 名 

現地指導事業 

遠野地域：10 月 13 日～15日、22 日～26 日 参加者：4 名 

十勝地域：10 月 7 日～10日 参加者：4 名 

根釧地域：10 月 8 日～11日 参加者：6 名 

 

(5) 引退競走馬等の馬の多様な利活用普及推進事業 

1) 馬の多様な利活用を推進する講習会開催等事業 

JRA の助成を受け、全国各地において実施されている馬を活用した活動において、安全に馬を取

り扱える人材の養成等のため、障がい者・ホースセラピー、観光・地域振興、子ども・教育に関す

る講習会等を開催した。 

・講習会の開催 

① 「はたらく馬牧場～ＳＤＧｓの取り組み～」 

会 場：大宇陀健民運動場（奈良県宇陀市） 

日 程：5 月 21 日～22 日 

参 加 者：70 名（延べ人数） 

 

② 「スポーツ流鏑馬による地域興しに関するワークショップ」 

「流鏑馬指導者養成セミナー」 

会 場：十和田乗馬倶楽部他（青森県十和田市） 

日 程：6 月 2 日～4 日 

参 加 者：41 名（延べ人数） 

 

③ 「リーダー・サイドウォーカー養成講習会」 

会 場：公益社団法人神戸乗馬倶楽部（兵庫県神戸市） 

日 程：7 月 10 日～11 日 

参 加 者：56 名（延べ人数） 

 

④ 「ポニーを使用した馬の動物介在活動」 

会 場：大阪府立農芸高等学校（大阪府堺市） 

日 程：7 月 16 日 

参 加 者：50 名 

 

⑤ 「ホースセラピー㏌粟島」 

会 場：あわしま牧場（新潟県岩船郡粟島浦村） 

日 程：7 月 31 日～8 月 1 日 

参 加 者：74 名（延べ人数） 

 

⑥ 「健康を学ぶ大学生ホースセラピーを理解する」 

会 場：福井ホースパーク（福井県福井市） 

日 程：9 月 18 日 

参 加 者：17 名 

 

⑦ 「馬の多様な利活用を推進するための講習会・牧場発表会」 

会 場：あわしま牧場他（新潟県岩船郡粟島浦村） 

日 程：9 月 25 日～26 日 

参 加 者：92 名（延べ人数） 

 

⑧ 「ホースセラピー講習会」 

会 場：岐阜県立岐阜農林高等学校（岐阜県本巣郡北方町） 

日 程：10 月 29 日～30 日 

参 加 者：73 名（延べ人数） 

 

⑨ 「法政大学における引退競走馬等を利活用したウェルネス乗馬講習会」 

会 場：法政大学多摩キャンパス（東京都町田市） 
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日 程：10 月 30 日 

参 加 者：20 名 

 

⑩ 「野村高校ポニーの多様な活用を考える」 

会 場：愛媛県立野村高等学校（愛媛県西予市） 

日 程：11 月 12 日～15 日 

参 加 者：40 名（延べ人数） 

 

⑪ 「馬と共にリラクセンス！」 

会 場：大宇陀健民運動場（奈良県宇陀市） 

日 程：11 月 20 日～21 日 

参 加 者：43 名（延べ人数） 

・事業推進委員会の開催 

（第 1 回：3 月 26 日）、第 2 回：9 月 29 日、第 3 回：12 月 27 日 

 

2) 障がい者乗馬・ホースセラピー活動等を支援するための事業 

JRA の助成を受け、広く国内に障がい者乗馬・ホースセラピー活動を普及する為、安全性を始め

とする馬の取り扱いや適切な対応がとれるよう、海外より講師を招いての講習会を開催する事業で

あるが、新型コロナウイルス感染症のため、講習会の開催を見送り、事業推進委員会を実施した。 

・事業推進委員会の開催 

（第 1 回：2 月 12 日）、第 2 回：6 月 7 日、第 3 回：12 月 27 日 

 

3) 民間における引退競走馬の利活用促進等に関する事業 

JRA の助成を受け、乗馬クラブ等で引退競走馬がより受け入れられるよう、転用促進等を活発化

させるための環境づくりや方向性について検討し、事業を円滑に運営するための事業推進委員会等

を開催した。 

国内外の講師を招いての引退競走馬の更なる乗馬や馬術における活用と転用促進を目的とした

講習会を開催する事業であるが、「海外講師の講習会」は、新型コロナウイルス感染症のため、講師

の渡航が困難なため中止とした。また、引退競走馬をより一層、乗馬や馬術で活用させるために、

全国 20 大会で引退競走馬のみの競技種目に対して引退競走馬所有者奨励金を授与した。 

・（国内講師）講習会の開催 

 

「ナチュラルホースマンシップを取り入れた持田裕之氏の引退競走馬のリトレーニング講習会」 

① 会 場：乗馬クラブスタリオンステーブル（香川県綾歌郡） 

日 程：5 月 11 日～13 日（中止） 

② 会 場：三木ホースランドパーク（兵庫県三木市） 

日 程：5 月 25 日～27 日（中止） 

③ 会 場：福井ホースパーク（福井県福井市） 

日 程：7 月 13 日～15 日 

参 加 者：35 名（延べ人数） 

④ 会 場：御殿場市馬術・スポーツセンター（静岡県御殿場市） 

日 程：9 月 14 日～16 日（中止） 

⑤ 会 場：ほくせい乗馬クラブ（北海道札幌市） 

日 程：9 月 21 日～23 日（中止） 

⑥ 会 場：乗馬クラブエクセラ（秋田県大仙市） 

日 程：10 月 12 日～14 日 

参 加 者：49 名（延べ人数） 

⑦ 会 場：中島トニアシュタール（茨城県東茨城郡） 

日 程：10 月 26 日～28 日 

参 加 者：90 名（延べ人数） 
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⑧ 会 場：福岡県馬術競技場（福岡県古賀市） 

日 程：11 月 30 日～12 月 2 日 

参 加 者：54 名（延べ人数） 

・引退競走馬所有者奨励競技会の開催 

① 会 場：福岡県馬術競技場（福岡県古賀市） 

日 程：5 月 2 日 

申 込 数：障害馬術 26 頭 

② 会 場：御殿場市馬術・スポーツセンター（静岡県御殿場市） 

日 程：5 月 4 日 

申 込 数：障害馬術 34 頭 

③ 会 場：御殿場市馬術・スポーツセンター（静岡県御殿場市） 

日 程：6 月 12 日・13 日 

申 込 数：馬場馬術 新馬課目 9 頭 L1 課目 16 頭 

④ 会 場：御殿場市馬術・スポーツセンター（静岡県御殿場市） 

日 程：6 月 13 日 

申 込 数：障害馬術 35 頭 

⑤ 会 場：南相馬市馬事公苑（福島県南相馬市） 

日 程：6 月 20 日 

申 込 数：障害馬術 30 頭 

⑥ 会 場：乗馬クラブクレインオリンピックパーク（奈良県天理市） 

日 程：7 月 9 日 

申 込 数：馬場馬術 新馬課目 13 頭 L1 課目 13 頭 

⑦ 会 場：三木ホースランドパーク（兵庫県三木市） 

日 程：7 月 11 日 

申 込 数：障害馬術 40 頭 

⑧ 会 場：東関東ホースプロジェクト（千葉県八街市） 

日 程：7 月 18 日 

申 込 数：障害馬術 47 頭 

⑨ 会 場：蒜山ホースパーク（岡山県真庭市） 

日 程：8 月 29 日 

申 込 数：障害馬術 36 頭 

⑩ 会 場：ノーザンホースパーク（北海道苫小牧市） 

日 程：10 月 9 日  

申 込 数：障害馬術 22 頭 

⑪ 会 場：福井ホースパーク（福井県福井市） 

日 程：10 月 10 日 

申 込 数：障害馬術 29 頭 

⑫ 会 場：中島トニアシュタール（茨城県東茨城郡） 

日 程：10 月 16 日 

申 込 数：馬場馬術 新馬課目 25 頭 L1 課目 15 頭 

⑬ 会 場：熊本県立菊池農業高等学校（熊本県菊池市） 

日 程：10 月 17 日 

申 込 数：障害馬術 29 頭 

⑭ 会 場：岡山乗馬倶楽部（岡山県加賀郡） 

日 程：10 月 23 日・24 日 

申 込 数：馬場馬術 新馬課目 21 頭 L1 課目 13 頭 
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⑮ 会 場：仙北市馬術競技場（秋田県仙北市） 

日 程：10 月 24 日 

申 込 数：障害馬術 26 頭 

⑯ 会 場：水口乗馬クラブ（滋賀県甲賀市） 

日 程：10 月 31 日 

申 込 数：障害馬術 52 頭 

⑰ 会 場：愛知県森林公園馬術競技場（愛知県尾張旭市） 

日 程：11 月 14 日 

申 込 数：障害馬術 42 頭 

⑱ 会 場：香川県立農業経営高等学校（香川県綾歌郡） 

日 程：11 月 20 日 

申 込 数：障害馬術 26 頭 

⑲ 会 場：ＪＲＡ東京競馬場（東京都府中市） 

日 程：12 月 19 日 

申 込 数：馬場馬術 12 頭（各馬場馬術 4 地域大会の上位馬 3 頭を集めたファイナル） 

⑳ 会 場：ＪＲＡ東京競馬場（東京都府中市） 

日 程：12 月 19 日 

申 込 数：障害馬術 28 頭（各障害馬術 14 地域大会の上位馬 2 頭を集めたファイナル） 

※20 大会合計 639 頭 

・事業推進委員会の開催 

（第 1 回：2 月 9 日）、第 2 回：新型コロナウイルス感染症のため中止、第 3 回：12 月 20 日 

 

4) 多様な馬の利活用等の取組みを支援し、発展させるための事業 

JRA の助成を受け、すでに実施されている馬の多様な利活用等に関する取り組みの安定的な運営・

発展を支援し、又は将来的に馬関連事業の参考事例となるような取り組みや馬産業の人材養成等に

資するような取り組みを支援する事業として行った。 

本年度は支援対象事業検討委員会で対象となった 43 事業（うち 1 事業は新型コロナウイルス感

染症拡大のため辞退）に対しての支援を行った。 

・支援対象事業検討委員会 

（第 1 回：1 月 22 日、第 2 回：3 月 26 日）、第 3 回：6 月 30 日、第 4 回：9 月 29 日 

第 1 回：令和 4 年 1 月 28日 

 

 

8. 乗馬指導者養成関係事業 

一般市民を安全に乗馬指導できる乗馬関係者を養成するため、下記の事業を行った。 

 

(1) 乗馬指導者養成講習会 

① 初級 

初級乗馬指導者資格認定試験を受験する者を対象に、乗馬に関する知識及び技術向上を目的とし

て、ブリティッシュ部門 7 会場、ウエスタン部門 2 会場で実技講習会を開催した。なお、政府によ

る緊急事態宣言により数会場、予定していた地域を変更して実施した。また、新型コロナウイルス

感染症のため座学講習はリモートにてブリティッシュ部門を 4 回、ウエスタン部門を 1 回実施した。

 【別表 6】 

② 中級・上級 

中級・上級乗馬指導者資格認定試験を受験する者を対象に、より高度な知識及び技術の向上を目

的として、ブリティッシュ部門中級・上級の実技講習を実施し、ウエスタン部門中級は初級と合同

で西日本会場（東日本申込なし）にて実施した。なお、政府による緊急事態宣言により数会場、予

定していた地域を変更して実施した。また、新型コロナウイルス感染症のため座学講習はリモート

にてそれぞれ実施した。 【別表 6】 
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(2) 乗馬指導者資格認定 

① 乗馬指導者資格認定試験 

ブリティッシュ部門の初級認定試験及び中級・上級の学科試験を 10 月 19 日に全国 7 ヵ所におい

て一斉に実施し、中級・上級の実技・面接試験は東西 2 ヵ所に分け、東日本地域は 11 月 16 日山梨

県馬術競技場において、西日本地域は 11 月 9 日三木ホースランドパークにおいて開催した。 

ウエスタン部門の初級・中級においても東西 2 ヵ所（中級は西のみ）に分け、10 月 21 日東日本

地域はノーザンホースパークにおいて、西日本地域は福岡県馬術競技場において開催した。 

また、ウエスタン部門の上級においては、申込者がないため実施せず。 【別表 6】 

 

② 乗馬指導者資格認定試験問題作成委員会 

乗馬指導者の資格認定における試験問題の作成について、新型コロナウイルス感染症のため 10月

4 日にリモートを用いて開催した。 

また、次年度の乗馬指導者資格認定の実施方法について検討する委員会は新型コロナウイルス感

染症のため令和 4 年 3 月 22 日に書面にて提案された事項について決議した。 

 

③ 資格審査員研修会 

乗馬指導者資格審査委員に対し、実技試験の審査眼の統一を図り、試験内容の検討のため、6 月

15 日に JRA 新橋分館（WEB会議システム併用）において実務研修を開催した。 

 

④ 合否判定会議 

12 月 7 日に JRA 新橋分館 5F において乗馬指導者資格認定試験の合否判定会議を行い、審議終了

後それぞれの資格認定試験改善のため検討会を開催した。 

＜ブリティッシュ＞  122 名合格（初級 101 名、中級 12 名、上級 9 名） 

＜ウエスタン＞      5 名合格（初級  4 名、中級  1 名、上級 0 名） 

 

(3) 乗馬指導者巡回指導 

新型コロナウイルス感染症拡大のため中止。 
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221 名

207 名

127 名

期 間 申請者 受講者 申請者 受験者 合格者 不合格者 合格率

北海道 6/30～7/1 12 12 10 9 6 3 66.7%

東　北 6/23～6/24 14 14 14 14 6 8 42.9%

関　東 9/6～9/7 82 76 70 69 38 31 55.1%

北陸・中部 7/7～7/8 22 21 24 24 16 8 66.7%

関　西 7/6～7/7 38 38 35 33 22 11 66.7%

中国・四国 7/13～7/14 8 8 7 7 5 2 71.4%

九　州 6/22～6/23 13 12 13 13 8 5 61.5%

189 181 173 169 101 68 59.8%

東日本 6/30～7/1 9 9 9 8 2 6 25.0%

西日本 6/29～6/30 6 6 5 5 2 3 40.0%

15 15 14 13 4 9 30.8%

204 196 187 182 105 77 57.7%

東日本 8月31日 9 8 8 8 6 2 75.0%

西日本 9月7日 9 7 7 7 6 1 85.7%

18 15 15 15 12 3 80.0%

東日本 -

西日本 6/29～6/30 1 1 1 1 1 0 100.0%

1 1 1 1 1 0 100.0%

19 16 16 16 13 3 81.3%

東日本 8月31日 6 5 6 6 6 0 100.0%

西日本 9月7日 4 4 3 3 3 0 100.0%

10 9 9 9 9 0 100.0%

東日本 8月31日 1 0 0 0 0 0

西日本 -

1 0 0 0 0 0

11 9 9 9 9 0 100.0%

234 221 212 207 127 80 61.4%

注）

１．ウエスタン中級の東日本、ウエスタン上級は申込者がいないため、開催せず。

２．初級乗馬指導者資格認定試験は、ブリティッシュ10月19日、ウエスタン（中級含む）10月21日に実施。

３．ブリティッシュ中・上級乗馬指導者資格認定試験は、学科10月19日、実技・面接については 東日本が11月16日、

　　西日本は11月9日に実施。

ウ

エ

ス

タ

ン

山梨県馬術競技場

           -

小　　　　　計

上　級　合　計

  合　　　　　計

上
級

ブ

リ

テ

ィ

ッ

シ

ュ

山梨県馬術競技場

三木ホースランドパーク

講習会：福井ﾎｰｽﾊﾟｰｸ

小　　　　　計

中
級

ブ

リ

テ

ィ

ッ

シ

ュ

山梨県馬術競技場

三木ホースランドパーク

講習会：福井ﾎｰｽﾊﾟｰｸ

小　　　　　計

ウ

エ

ス

タ

ン

           -

福岡県馬術競技場
講習会：ｶﾅﾃﾞｨｱﾝｷｬﾝﾌﾟ乗馬ｸﾗﾌﾞ

小　　　　　計

中　級　合　計

初
級

ブ
リ
テ
ィ

ッ

シ
ュ

ノーザンホースパーク
講習会：ほくせい乗馬ｸﾗﾌﾞ

馬っこパークいわて

中島トニアシュタール

御殿場市馬術・スポーツセンター

鶴見緑地乗馬苑

エヒメ乗馬クラブ

福岡県馬術競技場

小　　　　　計

ウ

エ

ス

タ

ン

ノーザンホースパーク
講習会：ほくせい乗馬ｸﾗﾌﾞ

福岡県馬術競技場
講習会：ｶﾅﾃﾞｨｱﾝｷｬﾝﾌﾟ乗馬ｸﾗﾌﾞ

小　　　　　計

初　級　合　計

【別表6】　令和３年度乗馬指導者養成講習会、資格認定試験
受講者数・・・

受験者数・・・

合格者数・・・ 　　　（単位：名）

区分 地域 会    場
養　成　講　習　会 資　格　認　定　試　験
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(4) 乗馬指導者競技会 

① 全国乗馬指導者競技会 

乗馬指導者の技術向上を図るため 6 月 10 日～13 日の 4 日間、御殿場市馬術・スポーツセンター

（静岡県御殿場市）で、ブリティッシュ部門のみ開催した。 

 

② 各地域の乗馬指導者競技会 

ブリティッシュ部門を 5 地域において一般の競技会と併せて実施し、2 地域は新型コロナウイル

ス感染症のため中止とした。ウエスタン部門は山梨県馬術競技場にて実施した。 【別表 7】 

【別表 7】 令和 3 年度 各地域の乗馬指導者競技会 

開催地域 開催月日 会場 

北海道 10 月 9 日～10 日 ノーザンホースパーク 

東北 10 月 23 日～24 日 仙北市馬術競技場 

関東 10 月 15 日～16 日 中島トニアシュタール 

北陸中部 10 月 22 日～23 日 御殿場市馬術・スポーツセンター 

関西 11 月 22 日、28 日 水口乗馬クラブ 

中国四国 新型コロナウイルス感染症のため中止 エヒメ乗馬クラブ 

九州 新型コロナウイルス感染症のため中止 ― 

ウエスタン 9 月 11 日 山梨県馬術競技場 

 

(5) 乗馬指導者資格更新講習会 

既に乗馬指導者資格を取得している者を対象に乗馬指導の知識のレベルアップを図るために、5

地域において馬の運動心理学・安全対策・指導法・スポーツインティグリティ等について講習会を

開催した。 

・東北地域（宮城県仙台市／仙都会館） 

実施日：令和 4 年 2 月 1 日   受講者 10 名 

・関東地域（東京都世田谷区／東京農業大学） 

実施日：令和 4 年 2 月 15日   受講者 75 名 

・北陸中部地域（愛知県名古屋市／法研中部久屋大通店） 

実施日：令和 4 年 2 月 8 日   受講者 17 名 

・中国四国地域（広島県広島市／RCC 文化センター） 

実施日：令和 4 年 1 月 25日   受講者  9 名 

・九州地域（福岡県福岡市／エイムアテイン博多駅前） 

実施日：令和 4 年 2 月 22日   受講者 27 名 

 

9. 乗馬クラブ等活動特別支援事業 

JRA の助成を受け、新型コロナウイルス感染症等の影響による社会情勢の変化により、資金が困窮し

ている乗馬クラブ等に対しその経費等を助成する事業を行った。募集に対し申請のあった登録乗馬施設

28（延べ 273）件、未登録乗馬施設 72 件に対し補助金を交付した。 

補助金交付のための事業推進委員会を 5 月 11 日に開催した。（第 1 回 3 月 18 日開催） 

 

〔特記事項〕 

令和 2 年初頭からの新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、令和 3 年度も政府より発令された感染症対

策の基本方針等を踏まえた上で、事業の一部を中止した。 

 



 

令 和  ３  年 度 

 

 

 

会計決算報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人全国乗馬倶楽部振興協会 



貸借対照表

令和4年3月31日現在
（単位:円）

科　　　　　目 当年度 前年度 増減 備考

Ⅰ　資産の部
１．流動資産

現金預金 354,365,553 340,868,809 13,496,744
　現金 108,829 51,521 57,308
　普通預金 294,256,724 280,817,288 13,439,436
　定期預金 60,000,000 60,000,000 0
未収金 3,137,796 3,722,052 △ 584,256
仮払金 239,294,610 234,647,649 4,646,961
貯蔵品 7,273,632 3,058,113 4,215,519

  流動資産合計 604,071,591 582,296,623 21,774,968
２．固定資産

(1)特定資産
退職給付引当資産 37,023,317 32,788,334 4,234,983
乗馬振興事業特別積立資産 16,000,000 16,000,000 0
再貸付事業積立資産 42,720,042 42,040,857 679,185
ソフトウエア 5,133,334 6,893,334 △ 1,760,000

  特定資産合計 100,876,693 97,722,525 3,154,168
(2)その他固定資産

備品 2,669,233 2,542,563 126,670
ソフトウエア 54,183 226,262 △ 172,079
電話加入権 372,008 372,008 0

  その他固定資産合計 3,095,424 3,140,833 △ 45,409
  固定資産合計 103,972,117 100,863,358 3,108,759

  資産合計 708,043,708 683,159,981 24,883,727

Ⅱ　負債の部
１．流動負債

未払金 9,474,644 6,693,011 2,781,633
仮受金 395,865,412 400,820,117 △ 4,954,705
預り金 555,297 1,223,640 △ 668,343
賞与引当金 4,743,223 4,527,297 215,926

  流動負債合計 410,638,576 413,264,065 △ 2,625,489
２．固定負債

退職給付引当金 37,023,317 32,788,334 4,234,983
  固定負債合計 37,023,317 32,788,334 4,234,983

  負債合計 447,661,893 446,052,399 1,609,494

Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産 5,133,334 6,893,334 △ 1,760,000
　（うち基本資産への充当額） (     　　  0) (     　　  0) (     　　  0)
　（うち特定資産への充当額） (   5,133,334) (   6,893,334) (△ 1,760,000)

２．一般正味財産 255,248,481 230,214,248 25,034,233
　（うち基本資産への充当額） (     　　  0) (     　　  0) (     　　  0)
　（うち特定資産への充当額） (  58,720,042) (  58,040,857) (  　 679,185)

  正味財産合計 260,381,815 237,107,582 23,274,233
  負債及び正味財産合計 708,043,708 683,159,981 24,883,727
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貸借対照表内訳表

令和4年3月31日現在

（単位：円）

科目
公益目的事業

会計
収益事業等

会計
法人会計

内部取引
消去

合計 備考

Ⅰ 資産の部
１．流動資産

現金預金 153,270,636 169,352,615 31,742,302 354,365,553
現金 0 0 108,829 108,829
普通預金 153,270,636 109,352,615 31,633,473 294,256,724
定期預金 0 60,000,000 0 60,000,000

未収金 3,072,553 0 65,243 3,137,796
仮払金 238,000,000 0 1,294,610 239,294,610
貯蔵品 7,273,632 0 0 7,273,632

 流動資産合計 401,616,821 169,352,615 33,102,155 0 604,071,591
２．固定資産

(1)特定資産
退職給付引当資産 30,359,120 2,961,866 3,702,331 37,023,317
乗馬振興事業特別積立資産 0 0 16,000,000 16,000,000
再貸付事業積立資産 0 42,720,042 0 42,720,042
ソフトウエア 5,133,334 0 0 5,133,334

 特定資産合計 35,492,454 45,681,908 19,702,331 0 100,876,693
(2)その他固定資産

備品 2,336,562 147,854 184,817 2,669,233
ソフトウエア 44,431 4,334 5,418 54,183
電話加入権 271,566 40,921 59,521 372,008

 その他固定資産合計 2,652,559 193,109 249,756 0 3,095,424
 固定資産合計 38,145,013 45,875,017 19,952,087 0 103,972,117

  資産合計 439,761,834 215,227,632 53,054,242 0 708,043,708

Ⅱ 負債の部
１．流動負債

未払金 5,055,782 8,800 4,410,062 9,474,644
仮受金 383,087,792 7,836,000 4,941,620 395,865,412
預り金 0 98,941 456,356 555,297
賞与引当金 3,889,443 379,458 474,322 4,743,223

 流動負債合計 392,033,017 8,323,199 10,282,360 0 410,638,576
２．固定負債

退職給付引当金 30,359,120 2,961,866 3,702,331 37,023,317
 固定負債合計 30,359,120 2,961,866 3,702,331 0 37,023,317

  負債合計 422,392,137 11,285,065 13,984,691 0 447,661,893

Ⅲ 正味財産の部
１．指定正味財産
　　指定正味財産合計 5,133,334 0 0 0 5,133,334
 　（うち基本資産への充当額）(    　 　  0) (    　 　  0) (     　　  0) (     　　  0)
 　（うち特定資産への充当額）(   5,133,334) (    　　   0) (     　　  0) (   5,133,334)
２．一般正味財産 12,236,363 203,942,567 39,069,551 0 255,248,481
 　（うち基本資産への充当額）(    　 　  0) (    　 　  0) (    　 　  0) (     　　  0)
 　（うち特定資産への充当額）(    　　   0) (  42,720,042) (  16,000,000) (  58,720,042)

  正味財産合計 17,369,697 203,942,567 39,069,551 0 260,381,815
  負債及び正味財産合計 439,761,834 215,227,632 53,054,242 0 708,043,708

注）乗馬施設活性化支援事業において（公財）畜産近代化リース協会より借受け、登録乗馬施設に貸付けを行っている再貸付物件
 が217,888,614円ある。
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正味財産増減計算書

令和3年4月1日から令和4年3月31日まで
（単位:円）

科　　　　　目 当年度 前年度 増  減 備考

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
(1) 経常収益
特定資産運用益 1,600 8,134 △ 6,534
特定預金受取利息収益 1,600 8,134 △ 6,534

受取入会金及び会費 3,220,000 3,240,000 △ 20,000
受取入会金及び会費 3,220,000 3,240,000 △ 20,000

事業収益 110,850,719 87,478,834 23,371,885
登録料収益 44,665,400 35,727,000 8,938,400
指導者資格認定試験料収益 3,577,500 2,443,700 1,133,800
乗馬技能認定料収益 46,911,700 37,636,500 9,275,200
参加料収益 6,987,000 5,714,000 1,273,000
再貸付事務手数料収益 1,358,369 2,105,324 △ 746,955
資格認定テキスト収益 7,350,750 3,852,310 3,498,440

受取補助金等 689,089,792 669,506,859 19,582,933
乗馬普及事業助成金 679,209,892 662,725,878 16,484,014
乗馬普及事業助成金減価償却費振替額 1,760,000 1,760,000 0
内国産馬生産奨励事業助成金 3,447,900 2,319,981 1,127,919
スポーツ振興くじ助成金 4,672,000 2,701,000 1,971,000

雑収益 2,791,597 4,588,073 △ 1,796,476
受取利息収益 2,967 7,633 △ 4,666
雑収益 2,788,630 4,580,440 △ 1,791,810

 経常収益計 805,953,708 764,821,900 41,131,808
(2) 経常費用
事業費 770,310,931 740,121,788 30,189,143
役員報酬 6,446,808 5,355,000 1,091,808
給与手当 50,049,585 51,958,604 △ 1,909,019
社会保険料 9,765,943 9,614,748 151,195
福利厚生費 713,116 718,610 △ 5,494
馬とのふれあい補助費 43,230,600 36,069,860 7,160,740
乗用馬保健衛生補助費 30,526,753 30,411,514 115,239
乗馬施設整備補助費 480,056,537 491,716,215 △ 11,659,678
競技会奨励費及び賞品費 31,544,794 19,496,900 12,047,894
会議及び講習会費 22,960,564 20,481,204 2,479,360
旅費交通費 35,864,942 20,186,645 15,678,297
従事員賃金 9,143,923 8,902,519 241,404
広報費 8,405,555 8,536,568 △ 131,013
備品及び借料費 10,773,485 10,781,212 △ 7,727
減価償却費 2,401,816 2,295,662 106,154
消耗品費 1,070,661 577,199 493,462
図書印刷製本費 8,685,544 6,411,630 2,273,914
通信費 2,496,759 2,628,623 △ 131,864
光熱及び水料 401,317 313,009 88,308
役務費 5,211,548 3,200,922 2,010,626
租税公課 3,680,891 3,132,380 548,511
雑費 2,873,971 2,968,857 △ 94,886
退職給付費用 3,811,485 4,177,987 △ 366,502
賞与引当金繰入 194,334 185,920 8,414

管理費 10,325,915 10,570,487 △ 244,572
役員報酬 716,312 595,000 121,312
給与手当 5,561,287 5,773,179 △ 211,892
社会保険料 1,085,105 1,068,305 16,800
福利厚生費 79,235 79,846 △ 611
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科　　　　　目 当年度 前年度 増  減 備考

会議及び講習会費 114,385 22,625 91,760
旅費交通費 237,663 327,763 △ 90,100
従事員賃金 283,285 192,275 91,010
備品及び借料費 719,646 1,019,969 △ 300,323
減価償却費 50,464 41,756 8,708
消耗品費 46,672 42,500 4,172
図書印刷製本費 100,605 84,505 16,100
通信費 238,048 256,833 △ 18,785
光熱及び水料 40,222 34,779 5,443
役務費 380,387 353,825 26,562
租税公課 3,555 2,320 1,235
雑費 223,954 190,128 33,826
退職給付費用 423,498 464,221 △ 40,723
賞与引当金繰入 21,592 20,658 934

 経常費用計 780,636,846 750,692,275 29,944,571
  評価損益等調整前当期経常増減額 25,316,862 14,129,625 11,187,237
基本財産評価損益 0 0 0
特定資産評価損益 0 0 0
投資有価証券評価損益等 0 0 0

  評価損益等計 0 0 0
  当期経常増減額 25,316,862 14,129,625 11,187,237
２．経常外増減の部
(1) 経常外収益
 経常外収益計 0 0 0
(2) 経常外費用
固定資産除却損 282,629 0 282,629

 経常外費用計 282,629 0 282,629
  当期経常外増減額 △ 282,629 0 △ 282,629
当期一般正味財産増減額 25,034,233 14,129,625 10,904,608
一般正味財産期首残高 230,214,248 216,084,623 14,129,625
一般正味財産期末残高 255,248,481 230,214,248 25,034,233

Ⅱ　指定正味財産増減の部
 一般正味財産への振替額 △ 1,760,000 △ 1,760,000 0

当期指定正味財産増減額 △ 1,760,000 △ 1,760,000 0
指定正味財産期首残高 6,893,334 8,653,334 △ 1,760,000
指定正味財産期末残高 5,133,334 6,893,334 △ 1,760,000

Ⅲ　正味財産期末残高 260,381,815 237,107,582 23,274,233
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4
,
9
6
9

6
,
3
4
6
,
2
1
1

6
8
9
,
0
8
9
,
7
9
2

乗
馬

普
及

事
業

助
成

金
6
6
7
,
9
1
8
,
7
1
2

6
6
7
,
9
1
8
,
7
1
2

3
,
0
9
0
,
6
0
5

1
,
8
5
4
,
3
6
4

0
4
,
9
4
4
,
9
6
9

6
,
3
4
6
,
2
1
1

6
7
9
,
2
0
9
,
8
9
2

乗
馬

普
及

事
業

助
成

金
減

価
償

却
費

振
替

額
1
,
7
6
0
,
0
0
0

1
,
7
6
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0
1
,
7
6
0
,
0
0
0

内
国

産
馬

生
産

奨
励

事
業

助
成

金
3
,
4
4
7
,
9
0
0

3
,
4
4
7
,
9
0
0

0
0

0
0

0
3
,
4
4
7
,
9
0
0

ス
ポ

ー
ツ

振
興

く
じ

助
成

金
4
,
6
7
2
,
0
0
0

4
,
6
7
2
,
0
0
0

0
0

0
0

0
4
,
6
7
2
,
0
0
0

雑
収

益
2
,
2
9
2

2
,
2
9
2

1
4
0

2
5
5

0
3
9
5

2
,
7
8
8
,
9
1
0

2
,
7
9
1
,
5
9
7

受
取

利
息

収
益

2
,
2
9
2

2
,
2
9
2

1
4
0

2
5
5

0
3
9
5

2
8
0

2
,
9
6
7

雑
収

益
0

0
0

0
0

0
2
,
7
8
8
,
6
3
0

2
,
7
8
8
,
6
3
0

 経
常

収
益

計
7
4
4
,
2
3
8
,
4
3
5

7
4
4
,
2
3
8
,
4
3
5

4
7
,
7
5
6
,
1
4
5

3
,
2
1
3
,
6
8
7

0
5
0
,
9
6
9
,
8
3
2

1
0
,
7
4
5
,
4
4
1

8
0
5
,
9
5
3
,
7
0
8

(2
)経

常
費

用
事

業
費

7
6
0
,
7
5
5
,
4
1
7

7
6
0
,
7
5
5
,
4
1
7

6
,
4
3
0
,
4
5
1

3
,
1
2
5
,
0
6
3

0
9
,
5
5
5
,
5
1
4

－
7
7
0
,
3
1
0
,
9
3
1

役
員

報
酬

5
,
8
7
3
,
7
5
8

5
,
8
7
3
,
7
5
8

3
5
8
,
1
5
6

2
1
4
,
8
9
4

0
5
7
3
,
0
5
0

－
6
,
4
4
6
,
8
0
8

給
与

手
当

4
5
,
6
0
0
,
8
1
5

4
5
,
6
0
0
,
8
1
5

2
,
7
8
0
,
4
4
4

1
,
6
6
8
,
3
2
6

0
4
,
4
4
8
,
7
7
0

－
5
0
,
0
4
9
,
5
8
5

社
会

保
険

料
8
,
8
9
7
,
8
5
9

8
,
8
9
7
,
8
5
9

5
4
2
,
5
5
2

3
2
5
,
5
3
2

0
8
6
8
,
0
8
4

－
9
,
7
6
5
,
9
4
3

福
利

厚
生

費
6
4
9
,
7
2
7

6
4
9
,
7
2
7

3
9
,
6
1
8

2
3
,
7
7
1

0
6
3
,
3
8
9

－
7
1
3
,
1
1
6

馬
と

の
ふ

れ
あ

い
補

助
費

4
3
,
2
3
0
,
6
0
0

4
3
,
2
3
0
,
6
0
0

0
0

0
0

－
4
3
,
2
3
0
,
6
0
0

乗
用

馬
保

健
衛

生
補

助
費

3
0
,
5
2
6
,
7
5
3

3
0
,
5
2
6
,
7
5
3

0
0

0
0

－
3
0
,
5
2
6
,
7
5
3

乗
馬

施
設

整
備

補
助

費
4
8
0
,
0
5
6
,
5
3
7

4
8
0
,
0
5
6
,
5
3
7

0
0

0
0

－
4
8
0
,
0
5
6
,
5
3
7

競
技

会
奨

励
費

及
び

賞
品

費
3
1
,
5
4
4
,
7
9
4

3
1
,
5
4
4
,
7
9
4

0
0

0
0

－
3
1
,
5
4
4
,
7
9
4

会
議

及
び

講
習

会
費

2
2
,
9
6
0
,
5
6
4

2
2
,
9
6
0
,
5
6
4

0
0

0
0

－
2
2
,
9
6
0
,
5
6
4

旅
費

交
通

費
3
5
,
4
1
1
,
3
0
1

3
5
,
4
1
1
,
3
0
1

3
8
2
,
3
4
2

7
1
,
2
9
9

0
4
5
3
,
6
4
1

－
3
5
,
8
6
4
,
9
4
2

従
事

員
賃

金
8
,
5
5
2
,
4
3
4

8
,
5
5
2
,
4
3
4

5
0
6
,
5
0
3

8
4
,
9
8
6

0
5
9
1
,
4
8
9

－
9
,
1
4
3
,
9
2
3

広
報

費
8
,
4
0
5
,
5
5
5

8
,
4
0
5
,
5
5
5

0
0

0
0

－
8
,
4
0
5
,
5
5
5

備
品

及
び

借
料

費
1
0
,
1
9
7
,
5
0
8

1
0
,
1
9
7
,
5
0
8

3
6
0
,
0
2
3

2
1
5
,
9
5
4

0
5
7
5
,
9
7
7

－
1
0
,
7
7
3
,
4
8
5

減
価

償
却

費
2
,
3
6
1
,
4
4
4

2
,
3
6
1
,
4
4
4

2
5
,
2
3
2

1
5
,
1
4
0

0
4
0
,
3
7
2

－
2
,
4
0
1
,
8
1
6

消
耗

品
費

1
,
0
2
8
,
9
6
7

1
,
0
2
8
,
9
6
7

2
7
,
6
9
2

1
4
,
0
0
2

0
4
1
,
6
9
4

－
1
,
0
7
0
,
6
6
1

図
書

印
刷

製
本

費
7
,
9
9
0
,
3
7
9

7
,
9
9
0
,
3
7
9

6
6
4
,
9
8
3

3
0
,
1
8
2

0
6
9
5
,
1
6
5

－
8
,
6
8
5
,
5
4
4

通
信

費
2
,
2
2
9
,
0
4
4

2
,
2
2
9
,
0
4
4

1
9
6
,
3
0
1

7
1
,
4
1
4

0
2
6
7
,
7
1
5

－
2
,
4
9
6
,
7
5
9

光
熱

及
び

水
料

3
6
9
,
1
4
0

3
6
9
,
1
4
0

2
0
,
1
1
1

1
2
,
0
6
6

0
3
2
,
1
7
7

－
4
0
1
,
3
1
7

役
務

費
4
,
9
0
7
,
2
3
9

4
,
9
0
7
,
2
3
9

1
9
0
,
1
9
3

1
1
4
,
1
1
6

0
3
0
4
,
3
0
9

－
5
,
2
1
1
,
5
4
8
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公
益

目
的

事
業

会
計

収
益

事
業

等
会

計

科
目

乗
馬

普
及

事
業

小
計

乗
馬

施
設

等
登

録
事

業
乗

馬
施

設
活

性
化

支
援

事
業

共
通

小
計

法
人

会
計

合
計

備
考

租
税

公
課

3
,
6
7
8
,
0
4
6

3
,
6
7
8
,
0
4
6

1
,
7
7
8

1
,
0
6
7

0
2
,
8
4
5

－
3
,
6
8
0
,
8
9
1

雑
費

2
,
6
3
3
,
2
0
8

2
,
6
3
3
,
2
0
8

1
1
1
,
9
7
7

1
2
8
,
7
8
6

0
2
4
0
,
7
6
3

－
2
,
8
7
3
,
9
7
1

退
職

給
付

費
用

3
,
4
7
2
,
6
8
6

3
,
4
7
2
,
6
8
6

2
1
1
,
7
4
9

1
2
7
,
0
5
0

0
3
3
8
,
7
9
9

－
3
,
8
1
1
,
4
8
5

賞
与

引
当

金
繰

入
1
7
7
,
0
5
9

1
7
7
,
0
5
9

1
0
,
7
9
7

6
,
4
7
8

0
1
7
,
2
7
5

－
1
9
4
,
3
3
4

管
理

費
－

－
－

－
－

－
1
0
,
3
2
5
,
9
1
5

1
0
,
3
2
5
,
9
1
5

役
員

報
酬

－
－

－
－

－
－

7
1
6
,
3
1
2

7
1
6
,
3
1
2

給
与

手
当

－
－

－
－

－
－

5
,
5
6
1
,
2
8
7

5
,
5
6
1
,
2
8
7

社
会

保
険

料
－

－
－

－
－

－
1
,
0
8
5
,
1
0
5

1
,
0
8
5
,
1
0
5

福
利

厚
生

費
－

－
－

－
－

－
7
9
,
2
3
5

7
9
,
2
3
5

会
議

及
び

講
習

会
費

－
－

－
－

－
－

1
1
4
,
3
8
5

1
1
4
,
3
8
5

旅
費

交
通

費
－

－
－

－
－

－
2
3
7
,
6
6
3

2
3
7
,
6
6
3

従
事

員
賃

金
－

－
－

－
－

－
2
8
3
,
2
8
5

2
8
3
,
2
8
5

備
品

及
び

借
料

費
－

－
－

－
－

－
7
1
9
,
6
4
6

7
1
9
,
6
4
6

減
価

償
却

費
－

－
－

－
－

－
5
0
,
4
6
4

5
0
,
4
6
4

消
耗

品
費

－
－

－
－

－
－

4
6
,
6
7
2

4
6
,
6
7
2

図
書

印
刷

製
本

費
－

－
－

－
－

－
1
0
0
,
6
0
5

1
0
0
,
6
0
5

通
信

費
－

－
－

－
－

－
2
3
8
,
0
4
8

2
3
8
,
0
4
8

光
熱

及
び

水
料

－
－

－
－

－
－

4
0
,
2
2
2

4
0
,
2
2
2

役
務

費
－

－
－

－
－

－
3
8
0
,
3
8
7

3
8
0
,
3
8
7

租
税

公
課

－
－

－
－

－
－

3
,
5
5
5

3
,
5
5
5

雑
費

－
－

－
－

－
－

2
2
3
,
9
5
4

2
2
3
,
9
5
4

退
職

給
付

費
用

－
－

－
－

－
－

4
2
3
,
4
9
8

4
2
3
,
4
9
8

賞
与

引
当

金
繰

入
－

－
－

－
－

－
2
1
,
5
9
2

2
1
,
5
9
2

 経
常

費
用

計
7
6
0
,
7
5
5
,
4
1
7

7
6
0
,
7
5
5
,
4
1
7

6
,
4
3
0
,
4
5
1

3
,
1
2
5
,
0
6
3

0
9
,
5
5
5
,
5
1
4

1
0
,
3
2
5
,
9
1
5

7
8
0
,
6
3
6
,
8
4
6

 評
価

損
益

等
調

整
前

当
期

経
常

増
減

額
△

 
1
6
,
5
1
6
,
9
8
2

△
 
1
6
,
5
1
6
,
9
8
2

4
1
,
3
2
5
,
6
9
4

8
8
,
6
2
4

0
4
1
,
4
1
4
,
3
1
8

4
1
9
,
5
2
6

2
5
,
3
1
6
,
8
6
2

 
基

本
財

産
評

価
損

益
0

0
0

0
0

0
0

0
 
特

定
資

産
評

価
損

益
0

0
0

0
0

0
0

0
 
投

資
有

価
証

券
評

価
損

益
等

0
0

0
0

0
0

0
0

 評
価

損
益

等
計

0
0

0
0

0
0

0
0

 当
期

経
常

増
減

額
△

 
1
6
,
5
1
6
,
9
8
2

△
 
1
6
,
5
1
6
,
9
8
2

4
1
,
3
2
5
,
6
9
4

8
8
,
6
2
4

0
4
1
,
4
1
4
,
3
1
8

4
1
9
,
5
2
6

2
5
,
3
1
6
,
8
6
2

２
．

経
常

外
増

減
の

部
(1

)経
常

外
収

益
 経

常
外

収
益

計
0

0
0

0
0

0
0

0
(2

)経
常

外
費

用
固

定
資

産
除

却
損

2
8
2
,
6
2
9

2
8
2
,
6
2
9

0
0

0
0

0
2
8
2
,
6
2
9

 経
常

外
費

用
計

2
8
2
,
6
2
9

2
8
2
,
6
2
9

0
0

0
0

0
2
8
2
,
6
2
9

 当
期

経
常

外
増

減
額

△
 
2
8
2
,
6
2
9

△
 
2
8
2
,
6
2
9

0
0

0
0

0
△

 
2
8
2
,
6
2
9

他
会

計
振

替
前

当
期

一
般

正
味

財
産

増
減

額
△

 
1
6
,
7
9
9
,
6
1
1

△
 
1
6
,
7
9
9
,
6
1
1

4
1
,
3
2
5
,
6
9
4

8
8
,
6
2
4

0
4
1
,
4
1
4
,
3
1
8

4
1
9
,
5
2
6

2
5
,
0
3
4
,
2
3
3

他
会

計
振

替
額

2
0
,
6
4
3
,
1
1
4

2
0
,
6
4
3
,
1
1
4

△
 
2
1
,
6
4
3
,
1
1
4

3
2
0
,
8
1
6

0
△

 
2
1
,
3
2
2
,
2
9
8

6
7
9
,
1
8
4

0
当

期
一

般
正

味
財

産
増

減
額

3
,
8
4
3
,
5
0
3

3
,
8
4
3
,
5
0
3

1
9
,
6
8
2
,
5
8
0

4
0
9
,
4
4
0

0
2
0
,
0
9
2
,
0
2
0

1
,
0
9
8
,
7
1
0

2
5
,
0
3
4
,
2
3
3

一
般

正
味

財
産

期
首

残
高

8
,
3
9
2
,
8
6
0

8
,
3
9
2
,
8
6
0

1
3
9
,
5
3
8
,
7
9
3

4
4
,
3
1
1
,
7
5
4

0
1
8
3
,
8
5
0
,
5
4
7

3
7
,
9
7
0
,
8
4
1

2
3
0
,
2
1
4
,
2
4
8

一
般

正
味

財
産

期
末

残
高

1
2
,
2
3
6
,
3
6
3

1
2
,
2
3
6
,
3
6
3

1
5
9
,
2
2
1
,
3
7
3

4
4
,
7
2
1
,
1
9
4

0
2
0
3
,
9
4
2
,
5
6
7

3
9
,
0
6
9
,
5
5
1

2
5
5
,
2
4
8
,
4
8
1

Ⅱ
指

定
正

味
財

産
増

減
の

部
一

般
正

味
財

産
へ

の
振

替
額

△
 
1
,
7
6
0
,
0
0
0

△
 
1
,
7
6
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0
△

 
1
,
7
6
0
,
0
0
0

当
期

指
定

正
味

財
産

増
減

額
△

 
1
,
7
6
0
,
0
0
0

△
 
1
,
7
6
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0
△

 
1
,
7
6
0
,
0
0
0

指
定

正
味

財
産

期
首

残
高

6
,
8
9
3
,
3
3
4

6
,
8
9
3
,
3
3
4

0
0

0
0

0
6
,
8
9
3
,
3
3
4

指
定

正
味

財
産

期
末

残
高

5
,
1
3
3
,
3
3
4

5
,
1
3
3
,
3
3
4

0
0

0
0

0
5
,
1
3
3
,
3
3
4

Ⅲ
正

味
財

産
期

末
残

高
1
7
,
3
6
9
,
6
9
7

1
7
,
3
6
9
,
6
9
7

1
5
9
,
2
2
1
,
3
7
3

4
4
,
7
2
1
,
1
9
4

0
2
0
3
,
9
4
2
,
5
6
7

3
9
,
0
6
9
,
5
5
1

2
6
0
,
3
8
1
,
8
1
5
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財 務 諸 表 に 対 す る 注 記  
 

１．継続組織の前提に関する注記 

  該当なし。 

２．重要な会計方針 

（１）棚卸資産の評価基準及び評価方法 

   最終仕入原価法による原価法を採用している。 

（２）固定資産の減価償却の方法 

   定額法を採用し、直接法により表示している。 

（３）引当金の計上基準 

   退職給付引当金は役職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末に

おいて発生していると認められる額を計上している。なお退職給付債務は期末要支給額に基づいて計算

している。 

   賞与引当金は職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上して

いる。 

（４）リース取引の処理方法 

   ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。 

（５）消費税等の会計処理 

   消費税等の会計処理は税込方式によっている。 

３．会計方針の変更 

  なし。 

４．特定資産の増減額及びその残額 

  特定資産の増減額及びその残額は、次のとおりである。 

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

退職給付引当資産 32,788,334 4,234,983  37,023,317 

乗馬振興事業特別積立資産 16,000,000 0 0 16,000,000 

再貸付事業積立資産 42,040,857 679,185 0 42,720,042 

ソフトウェア 6,893,334 0  1,760,000 5,133,334 

合   計 97,722,525 4,914,168 1,760,000 100,876,693 

 

５．特定資産の財源等の内訳 

  特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 

科  目 当期末残高 
(うち指定正味財産

からの充当額) 

(うち一般正味財産

からの充当額) 

(うち負債に 

対応する額) 

退職給付引当預金 37,023,317 0 0 37,023,317 

乗馬振興事業特別積立預金 16,000,000 0 16,000,000 0 

再貸付事業積立預金 42,720,042 0 42,720,042 0 

ソフトウェア 5,133,334 5,133,334 0 0 

合  計 100,876,693 5,133,334 58,720,042 37,023,317 
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６．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高 

  固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。 
 

科  目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高 

備   品 5,422,266 2,753,033 2,669,233 

ソフトウェア（その他固定資産） 2,298,150 2,243,967 54,183 

ソフトウェア（特定資産） 8,800,000 3,666,666 5,133,334 

電話加入権 372,008 0 372,008 

合  計 16,892,424 8,663,666 8,228,758 

   

７．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減及び残高 

  補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減及び残高は、次のとおりである。 
 

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 
貸借対照表上

の記載区分 

日本中央競馬会 

助成金 

日本 

中央 

競馬会 

0 104,157,380 104,157,380 0  

競馬振興特別助成金 

【3項④】 

被災地支援等のための

馬とのふれあい活動事

業 

日本 

中央 

競馬会 

0 32,958,800 32,958,800 0  

競馬振興特別助成金 

【3項⑤】 

多様な馬の利活用等の

取組みを支援し、発展

させるための事業 

日本 

中央 

競馬会 

268,600,534 522,847,049 415,408,916 376,038,667 流動負債 

競馬振興特別助成金 

【3項⑤】 

多様な馬の利活用等の

取組みを支援し、発展

させるための事業 

日本 

中央 

競馬会 

6,893,334 0 1,760,000 5,133,334 指定正味財産 

競馬振興特別助成金 

【3項⑥】 

民間における乗馬普及

体制持続化特別支援事

業 

日本 

中央 

競馬会 

113,576,300 0 113,576,300 0  

競馬振興特別助成金 

【3項①】 

馬の多様な利活用を推

進する講習会開催等事

業 

日本 

中央 

競馬会 

0 13,214,364 13,214,364 0  

競馬振興特別助成金 

【3項②】 

障がい者乗馬・ホース

セラピー活動等を支援

するための事業 

日本 

中央 

競馬会 

0 181,527 181,527 0  
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補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 
貸借対照表上

の記載区分 

競馬振興特別助成金 

【3項③】 

民間における引退競走

馬の利活用促進等に関

する事業 

日本 

中央 

競馬会 

0 46,736,252 46,736,252 0  

畜産振興事業助成金 

【4項】 

乗用馬防疫推進事業 

全国 

競馬・

畜産 

振興会 

0 30,526,753 30,526,753 0  

畜産振興事業助成金 

【4項】 

馬の流通に係る調教

技術向上推進事業 

全国 

競馬・

畜産 

振興会 

0 3,447,900 3,447,900 0  

スポーツ振興くじ助

成金  

日本ス

ポーツ

振興セ

ンター 

0 4,672,000 4,672,000 0  

   

８．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳 

   指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。 
 

内  容 金額 

経常収益への振替額 

 減価償却費計上による振替額 

 

1,760,000 

合  計 1,760,000 

   

○ 退職給付関係 

（１）採用している退職給付制度の概要 

  確定給付型の制度として退職一時金制度を設けている。 

（２）退職給付債務及びその内訳 
 

①  退職給付債務 37,023,317 

②  会計基準変更時差異の未処理額 0  

③  退職給付引当金（①＋②） 37,023,317 

  

（３）退職給付費用に関する事項     
 

①  勤務費用 4,234,983 

②  会計基準変更時差異の費用処理額 0  

③  退職給付費用（①＋②） 4,234,983 

 

（４）退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

  退職給付債務の計算に当たっては、退職一時金制度に基づく期末要支給額を基礎として計算している。 
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付 属 明 細 書  

１．特定資産の明細 

特定資産については、財務諸表の注記に記載している。 
  

２．引当金の明細 

科 目 期首残高 当期増加額 
当期減少額 

期末残高 
目的使用 その他 

賞与引当金 

退職給付引当金 

4,527,297  

32,788,334  

4,743,223  

4,234,983  

4,527,297  

 

       0  

0  

4,743,223  

37,023,317  

 
（注）計上の理由及び算定方法については、財務諸表に対する注記に記載している。 
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（単位:円）
金  額

108,829
294,256,724

運転資金として 248,582,648
43,700,700

1,973,376
60,000,000
60,000,000

未収金 3,137,796
日本中央競馬会からの助成金 乗馬普及事業の補助金の未収分 3,072,553
健康保険・厚生年金保険料の自己負担分 65,243

仮払金 239,294,610
次年度執行分の補助金　24団体 乗馬普及事業の事業費 238,000,000
次年度事業にかかる傷害保険料等 1,278,110
備品のレンタル料 法人会計管理費 16,500

7,273,632
「レッツエンジョイライディング」等のテキスト 乗馬普及事業のテキストの在庫 6,243,552
　類　9,756冊
ポニーライダー技能認定の認定バッジ  653個 乗馬普及事業の認定バッジの在庫 1,030,080

604,071,591

37,023,317
　 12,023,317

25,000,000
16,000,000
16,000,000

42,720,042
　資産 14,492,791

28,227,251
乗馬普及事業の総合業務システム 5,133,334

2,669,233

 業等会計として147,854円、法人会計として
 184,817円の備品を使用している。

54,183

 て4,334円、法人会計として5,418円のソフトウ
 エアを使用している。

電話加入権 5回線分 372,008

 益事業等会計として40,921円、法人会計として
 59,521円の電話加入権を使用している。

103,972,117
708,043,708

9,474,644
通信費、印刷費、旅費、地区への共催金等　16件 乗馬普及事業の事業経費 2,304,862
臨時従事員への3月分給与 　　　　　〃 658,120
消費税 2,092,800

8,800
2,667,858

1,319,318
給与手当等 422,886

395,865,412
乗馬指導者競技会等の次年度参加料等 817,568

7,836,000
誤入金 返金予定分 33,000
日本中央競馬会からの助成金　 4,941,620
　         〃　           乗馬普及事業の次年度分 376,038,667

6,198,557
555,297
206,856
249,500
98,941

賞与引当金 4,743,223
410,638,576

  退職給付引当金 役職員に対するもの 役職員に対する退職金の支払に備えたもの 37,023,317
37,023,317

 負債合計 447,661,893
 正味財産 260,381,815

消費税納税分

ソフトウエア 公益目的保有財産として5,133,334円のソフトウ
エアを使用している。

乗馬施設活性化事業の借り入れ物件に対する保普通預金 三菱ＵＦＪ銀行 自由が丘駅前支店

 資産合計

  ソフトウエア 乗馬指導者管理システム及び会計ソフト等　5件

　

公益目的保有財産の備品は2,336,562円であり、

定期預金 三菱ＵＦＪ銀行 自由が丘駅前支店

普通預金 三井住友銀行 経堂支店

事務所パソコン及び什器類　12件

役職員に対する退職金の支払に備えた預金

(流動負債)

  　固定資産

 り、乗馬普及事業に使用している。その他、収
公益目的保有財産の電話加入権は271,566円であ

備品

  
  固定資産合計

  固定負債合計

    
    住民税
    

役職員及び委員等に対する3月分所得税

助成金未使用分の返還分
  預り金

職員に対する12～3月分の賞与分

乗馬施設活性化事業の事業経費及び手形差額分の
 現金預かり分

役職員に対する3月分住民税

  流動負債合計
(固定負債)

所得税

職員に対する12～3月分の賞与分

乗馬施設再貸付事業に伴う手数料及び貸付金
    

乗馬施設等登録事業の次年度登録料

    
助成金未使用分の返還分

    指導者登録料　653人

公益財団法人全国競馬・畜産振興会からの助成金

通信費、消耗品費等の事務管理費　19件 法人会計管理費等の3月の経費支払分

  仮受金

    
職員・臨時従事員に対する3月分給与等

証明書発行手数料等　2件 乗馬施設活性化事業の事業経費    

社会保険料 役職員等に対する3月の社会保険料

  未払金

公益目的保有財産として44,431円のソフトウエア

 を使用している。その他、収益事業等会計とし

  その他

 乗馬普及事業に使用している。その他、収益事

定期預金 三菱ＵＦＪ銀行 自由が丘駅前支店 　　            　〃

    

 障の積立預金
    

　積立資産 乗馬普及及び振興の事業のために使用する預金
  再貸付事業積立

    定期預金 三菱ＵＦＪ銀行 自由が丘駅前支店 　　              〃
  乗馬振興事業特別

    

    

  流動資産合計

  

  特定資産

退職給付引当資産

(固定資産)

法人会計管理費の未収分

乗馬普及事業の次年度収益分

　　　〃

  

  貯蔵品

　　　　〃

運転資金として
定期預金
　三菱ＵＦＪ銀行 自由が丘駅前支店（2口座） 　　　〃

　三井住友銀行 経堂支店

    　三井住友銀行 経堂支店（4口座）

  預金 普通預金
　三菱ＵＦＪ銀行 本店（4口座）

手元保管 運転資金として
(流動資産)
  現金

財産目録
令和4年3月31日現在

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等
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監 査 報 告 

 

令和４年５月１３日 

 

公益社団法人全国乗馬倶楽部振興協会 

 会 長   武 宮  忠 彦  殿 

 

公益社団法人全国乗馬倶楽部振興協会 

監 事   神 谷 孝 之  ㊞ 

監 事   野 中 亮 一  ㊞ 

 

 私たち監事は、定款第２３条の規定に基づき、令和３年度（令和３年４月１日から令和

４年３月３１日まで）の理事の職務の執行を監査いたしました。その方法及び結果につい

て、次のとおり報告いたします。 

 

１ 監査の方法及びその内容 

 各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境整備に努め

るとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の執行状

況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び

財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告につ

いて検討いたしました。 

 さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類（貸

借対照表及び正味財産増減計算書）及びその付属明細書並びに財産目録について検討いた

しました。 
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２ 監査意見 

 （１）事業報告等の監査結果 

   一 事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認

めます。 

   二 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重

大な事実は認められません。 

 （２）計算書類及びその付属明細書並びに財産目録の監査結果 

    計算書類及びその付属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況をす

べての重要な点において適正に示しているものと認めます。 


